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キュラムは、基本研修が 8 科目で 8 時間とされ、専
門研修は子ども ･ 子育て支援新制度の内容に基づく
コースによって異なる。具体的には、以下の表 1 と












内容と職場倫理の 6 科目 9 時間である。基本研修の





































































































































































































援、放課後児童クラブにおける保護者 ･ 学校 ･ 地域
との連携 ･ 協力、放課後児童クラブにおける安全 ･
安心への対応、放課後児童支援員として求められる












運営管理と職場倫理の 16 科目 24 時間である。
それらの項目 ･ 科目及び時間数をまとめると、以





















連携 ･ 協力と相談支援、⑫学校 ･ 地域との連携、⑭

























































































得することができたのは、H さんが F 君の側に居て、
揺れ、葛藤する F 君の内面を支え続けたからである。
また、その過程で、F 君と H さんの信頼関係が構築









































































































































るようになってきている。これは、16 科目 48 時間
である 10）。それに独自科目 2 科目 6 時間を加えて、






































３）内閣府「『子育て支援員』研修について」（資料 6 － 1）
（http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/administer/setsumeikai/h270123/
pdf）
４）同上。
５）同上。
６）詳細は、本研究年報所収の村田和子論文を参照されたい。
７）一般社団法人日本学童保育士協会 HP 参照。
（http://gakuhoshi.com/）
８）拙論「専門職としての学童保育指導員の学びと成長ー実践研
究を中心とした研修の視点からー」『学童保育研究』第 18 号、
かもがわ書店、2017 年参照。
９）厚生労働省「放課後児童支援員に係る都道府県認定研修ガ
イドライン（案）の概要」（http://www.mhlw.go.jp/ﬁle105-shingikai-
11901000-koyoukintoujidoukateikyoku.）
10）一般社団法人日本学童保育士協会 HP 参照。
11）厚生労働省、同上。
表 6　保育士等の資格等取得に必要な履修科目について　
